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１．はじめに 

新潟大学工学部は、平成 16 年に設立された附属工

学力教育センターを工学部の全学科とは別の組織と

して運営し、本学工学部の教育改革への取組みを企

画運営してきた。この組織に特徴的なキーワードは

自らの造語である「工学力」であり、卒業前の工学

部学生が持つべき実践的な能力として位置付けた１）。

最近までのセンターの活動の多くは、GP事業と呼ぶ

文部科学省の教育改革事業への応募とその遂行であ

った。これらは特色 GPでのものづくり教育、現代 GP

でのキャリア教育、教育 GP での初動教育という流

れで進められてきた。この経緯を図１に示す。この

GP 事業は近年その性格を変え、学部単位の小さな規

模の応募から、全学で進める大きな応募形式になっ

てきているため、より緻密かつ全体的な対応が必要

になってきた。表１にセンターが進めてきた教育改

革事業を示す。 

学部教育での学際的な教育の必要性２）や工学にお

けるデザイン教育の必要性がすでに以前から大いに

指摘されている３）。平成 15 年から実質的に開始され

た本学工学部の教育改革の取組は、実践的な工学教

育プログラムをその特徴として継続的に遂行されて

きた。これらの GP事業は教育主体であるが、これに

ほぼ並行して、平成 17 年度採択の特別教育研究経

費による研究主体の教育改革事業が図中に記してあ

る４）。ここでは本学工学部の教員が実施してきた学

外との共同研究に学生を参加させ、研究開発に含ま

れる教育要素で学生を育成するものであった５）。 

この流れを継承して、これらの教育主体と研究主

体のプログラムを融合させた、平成 24 年採択の理

数学生育成支援事業で、本学工学部の特徴的な実践

教育である「ドミトリー型教育」が確立された。こ

の教育事業に特徴的な「スマート・ドミトリー」で

進められる 1 年生からの研究活動を通じ、実践的な

リーダーシップ教育が進められた。その過程には学

生や教員が行う成果発表があり、この教育取組は国

際的な広がりを見せてきている。 

 

図１ 新潟大工学部における教育改革への取組みの経緯 
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平成 28 年には世界展開力育成事業が採択され、国

際的なインターンシップ教育を柱に国際的に活躍で

きるリーダーを育成する学生教育が展開されている。 

 

２．実践的工学教育への取組の例 

（１）教育主体の取組 

実践的な工学教育は学生による自由な「ものづく

り教育」から始まり、図２に示すように、学生フォ

ーミュラ、ロボコンなど全国大会を目指すチームが

中心となって活動を続けてきた。教育プログラムの

一部であることから、学生の活動には単位が付与さ

れるが、平成 27 年にはロボコンチームが全国 2 位

になるなどの戦績を通じて、活動そのものや工学へ

の意欲は向上している。現在、8 つのチームに 113

名の学生が参加するが、新たに全国大会への出場を

ねらうチームも現れていて、宇宙イベントへの出場

をめざすロボット Can-Sat などやレスキューロボ

ットなどが活動している。これらの活動成果やその

過程は日本工学教育協会や電気学会の教育部門に、

学生自らが発表していくつかの発表賞を受賞してい

る。最近では特許出願や、パテントコンテストでの

優勝など新たな活動とその成果も現れている。 

 

 

 

 

図２ 実践的工学教育でのものづくり活動 

 

図３ スマート・ドミトリーにおける実践的工学教育の実施 
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（２）研究主体の取組 

これらの活動に、表１に示すキャリア教育と初動

教育を加えた教育主体の取組は、研究主体のプロジ

ェクトを融合して理数学生育成支援事業で進める活

動につながる６）。ここでは、学科学年を越えて集ま

る学生たちが自由に活動できる共同生活型のスマー

ト・ドミトリーにおいて、国際的な研究リーダー「ト

ップ・グラデュエイツ」を育成する実践的工学教育

プログラムが進められた。図３に示すように、学年

の異なる学生が相互に教えあい、協力して研究活動

を進めるドミトリーでは、最大で 15 の研究テーマ

に 80 名の学生が活動を行ってきた。これらの研究

は教員自らが進めるテーマでもあり、学生は卒業研

究や研究室配属の前に研究活動を開始することから、

取組はそれぞれの研究室へのインターンシップの性

格を合わせもつ。 

 トップ・グラデュエイツの認定要件は、図４に示

すように学業成績や研究実績に加えて、国際会議で

の発表実績である。4年生の卒業時に認定するため、

平成 28年度までの認定は最大 9名、累積で 19 名で

あり、これはドミトリー学生の 1 割程度である。ま

た専門の学科に偏らない構成となっている。スマー

ト・ドミトリーでの履修学生の GPA はその年次とと

もに向上し、一般学生の学業成績を大きく上回って

いることから、学生教育への取組の成果は大きいと

言える。 

（３）成果発表と国際展開への取組 

研究活動の成果を発表する機会の確保は、事業推

進の側には重要な役割となっている。図５に示すよ

うに、国内では文科省が主催するサイエンス・イン

カレがあり、国際的には本学が中国や韓国の大学と

連携協定によって進める国際融合技術会議 Fusion 

Tech がその好機となっている。いずれの会議にも学

生発表の場が設けられ、スマート・ドミトリーの学

生には、これまでに多くの受賞実績がある。平成 28

年 1 月のハルビンでの Fusion Tech では、学生は口

頭発表とポスター発表を英語で実施した７）。彼らは

一様に自らの発表に達成感を示したが、英語能力の

 

図４ トップ・グラデュエイツ 

 

図５ スマート・ドミトリーの学生による研究発表と国際会議 
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向上に強い必要性を感じていた。過去に教員が参加

し、平成 26 年には学生が参加したアジア工学教育

会議 ACEE では、ドミトリーから参加した 4 件のポ

スター発表のうち 3件が優秀賞を受賞した。 

サイエンス・インカレでもドミトリー学生による

いくつかの受賞実績があるが、ここで行われる他大

学の学生による発表の質は非常に高く、参加学生の

動機づけに有効である。またここでの受賞経験は、

その後の本人たちの研究や、ドミトリーの他学生に

も大きな影響があると言える。 

スマート・ドミトリーに関連して新たな国際取組

が、平成 28 年度の文科省採択を機に工学力教育セ

ンターにおいて開始された。この「大学の世界展開

力強化事業」はメコン地域の大学と進める国際イン

ターンシップであり、今後の実践的工学教育を国際

展開する上で有力な取組となる。 

 

３．まとめに替えて 

 複数の大学と共同して企画した「ものづくり」か

ら始まった本学工学部の工学教育改革への取組は、

様々な GP 事業や文科省の事業採択を受けて実施さ

れてきた。これらは事業終了後も実施しており、新

たに採択された事業取組の中で継続されている。一

方、最近の教育環境の変化や工学教育に対するニー

ズの変化を受け、国際的な調査活動や学生の海外派

遣などの新たな取組が次々と企画提案され実行され

てきた。社会が学生に求める資質はコミュニケーシ

ョン力や協調性、ソリューション型の問題発掘解決

能力である。このためには、実践的な工学教育やデ

ザイン教育が今も強く求められている。 
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